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原
発
は
い
ら
な
い
⑬ 

   
 

原
発
ク
イ
ズ
Ｑ
＆
Ａ 

         

み
し
ま
原
発
を
学
ぶ
会 

活
動
を
楽
し
む
」
た
め
、
七

年
前
に
結
成
さ
れ
た
「
み
し

ま
フ
ォ
レ
ス
ト
ク
ラ
ブ
」（
宇

尾
正
久
会
長
）
。
「
会
の
目
的

達
成
に
は
、
安
定
・
継
続
し 

 

貧
乏
国
日
本
は
、第
一
次
世

界
大
戦
後
、
欧
米
の
各
国
が

軍
備
の
近
代
化
を
急
ぎ
、
単

発
の
小
銃
を
連
発
の
マ
シ
ン

ガ
ン
に
変
え
て
行
っ
た
の

に
、
財
力
が
な
い
の
で
昭
和

二
十
年
夏
の
敗
戦
ま
で
、
わ

た
し
た
ち
全
軍
の
兵
隊
に
、

明
治
三
十
八
年
製
の
単
発
長

大
銃
、
一
発
ず
つ
遊
底
を
動

か
し
て
撃
つ
、
い
わ
ゆ
る
三

八
式
歩
兵
銃
を
持
た
せ
て
戦

わ
せ
ま
し
た
。 

 

砲
兵
も
ま
た
機
械
化
に
遅

れ
、
多
く
の
山
砲
・
野
砲
・

重
砲
部
隊
が
、
牽
引
車
で
な

く
馬
に
火
砲
を
曳
か
せ
る
競

馬
砲
兵
と
し
て
、
米
英
の
俊 

隊
の
補
充
要
員
と
し
て
、
軍

馬
と
は
関
係
な
く
、
戦
地
へ

行
け
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
七
年
一
月
二
十
五

日
、
中
部
第
十
部
隊
に
入
隊

し
た
わ
た
し
た
ち
は
、
砲
手

班
と
自
動
車
班
に
分
か
れ
た

の
で
す
が
、
わ
た
し
は
砲
手

班
に
入
れ
ら
れ
、
三
か
月
間
、

九
八
式
六
ト
ン
牽
引
車
で
曳

く
九
六
式
十
五
榴
操
作
の
基

本
的
訓
練
で
し
ご
か
れ
ま
し

た
。 

 

機
械
化
さ
れ
た
火
砲
と
は

い
え
、
二
十
キ
ロ
も
あ
る
弾

丸
を
抱
え
た
り
、
教
官
の
鬼

軍
曹
の
命
令
で
重
い
脚
を
持

ち
上
げ
た
り
し
て
操
作
す

る
、
重
量
五
ト
ン
の
九
六
式

十
五
榴
は
、
貧
弱
な
体
力
の

わ
た
し
に
と
っ
て
、
演
習
で 

換
は
望
ま
し
く
な
い
）。 

②
協
議
会
を
設
立
し
、
補
助

事
業
の
な
か
で
活
動
・
整
備

を
行
う
。
借
地
で
は
な
く
無

償
利
用
と
す
る
。 

③
整
備
完
了
後
の
管
理
は
、

協
議
会
で
行
う
。･･･

等
の

「
利
用
条
件
」
の
下
に
、
両

箱
根
山
組
合
に
ま
た
が
る

10
ha
の
利
用
が
許
可
さ
れ

た
。 ま

た
、
両
団
体
の
事
務
局 

を
担
う
加
藤
副
管
理
者
は
、

「
５
ヶ
市
町
組
合
議
会
で
、

新
年
度
予
算
が
可
決
さ
れ

る
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
の
現
地
ま
で
の
交
通

費
や
保
険
料
に
見
合
う
額

な
ど
を
補
助
金
と
し
て
支

出
す
る
」
と
言
う
。 

結
成
後
の
森
づ
く
り
の
作

業
は
、
ゴ
ミ
の
除
去
、
サ
サ

刈
り
、
林
床
の
整
備
、
間
伐

等
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

結
成
総
会
に
は
協
議
会

に
参
加
す
る
、
三
島
連
合
勤

労
協
・
三
島
緑
の
会
・
市
内

四
地
域
の
エ
コ
ク
ラ
ブ
・
三

島
温
暖
化
防
止
協
議
会
等
、

13
団
体
の
会
員
・
個
人
60 

あ
る
野
戦
重
砲
兵
の
物
語
（６
） 

             

秋 

元 

実 

 みしま・源氏物語を読む会 
と  き： 毎月第１・３月曜日（月２回）  

午前 10 時 15 分～１１時 45 分       
 ところ： 三島商工会議所・会議室 
 内 容：『源氏物語』 使用テキスト・角川文庫    
 会 費： 月 2000 円 （テキスト・資料代･講師料等含む）

＊使用テキスト等は会で用意します。 

問い合わせ： 『源氏物語を読む会』 055－972-4953  
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暦 
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再
々
読 

定
位
置
に
戻
す
『
羊
の
歌
』
加
藤
周
一 

不
在
の
一
年 

 

悲
惨
な
の
に
何
故
に
か
美
し
い
サ
ル
ガ
ド
の
写
す 

ア
フ
リ
カ
日
暮
れ
る 

 

ヤ
ン
ソ
ン
ス
の
指
揮
棒
空
を
と
ど
め
差
し
『
革
命
』 

終
曲
年
暮
れ
る
な
り 

 
 

黄
梅
を
挿
せ
る
い
び
つ
な
壷
ひ
と
つ
澄
み
し
除
夜 

な
り
年
あ
ら
た
ま
る 

 

 

か
の
と
の
い
立
待
月
で
明
け
る
な
り
三
島
暦
の
睦 

月
一
日 

 

浅
野 

和
子 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

血
尿
を
出
す
ほ
ど
の
イ
ヤ
な

相
手
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

わ
た
し
た
ち
は
、
三
か
月

間
の
教
育
召
集
で
入
隊
し
た

の
で
、
そ
れ
が
済
め
ば
な
つ

か
し
の
わ
が
家
へ
帰
れ
る
は

ず
だ
っ
た
の
で
す
が
、
わ
た

し
の
場
合
は
、
そ
う
は
い
か

な
か
っ
た
の
で
す
。 

 

同
時
に
入
隊
し
た
三
百
六

十
名
の
う
ち
、
召
集
解
除
で

帰
郷
で
き
た
の
は
三
百
名

で
、
六
十
名
が
戦
闘
中
の
野

重
三
の
補
充
要
員
と
し
て
ビ

ル
マ
行
き
と
な
り
、
そ
の
中

に
、
戦
争
と
軍
隊
が
何
よ
り

嫌
い
だ
っ
た
文
学
青
年
の
わ

た
し
が
入
っ
て
い
た
の
で
あ

り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

（
つ
づ
く
） 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

足
の
機
動
砲
兵
と
戦
わ
さ

れ
た
の
で
す
。 

 

当
時
、
日
本
の
野
戦
重
砲

兵
連
隊
の
十
五
榴
は
、
ほ
と

ん
ど
馬
で
曳
く
大
正
四
年

製
の
四
年
式
で
し
た
が
、
あ

り
か
た
い
こ
と
に
、
わ
た
し

が
入
隊
し
た
と
き
、
三
島
の

野
重
三
は
、
編
成
の
半
分
の

第
一
大
隊
だ
け
が
当
時
で

は
最
新
式
だ
っ
た
昭
和
十

一
年
（
皇
紀
二
五
九
六
年
）

製
の
九
六
式
十
五
セ
ン
チ

榴
弾
砲
に
変
わ
っ
て
い
て
、

わ
た
し
た
ち
新
兵
は
第
二

大
隊
に
起
居
し
な
が
ら
、
そ

れ
で
訓
練
を
受
け
て
、
九
六

式
で
ビ
ル
マ
で
戦
闘
中
の
本 

鈴
木
昇
氏
か
ら
の
無
償
返
還

地
で
あ
る
た
め
、
返
還
時
の

要
望
・
意
向
に
沿
っ
た
整
備

と
す
る
（
い
わ
ゆ
る
公
園
化

は
し
な
い
。
極
端
の
樹
種
転 

特
殊
な
事
で
は
な
い
よ
う

だ
。
勿
論
、
教
育
界
内
部
だ

け
が
原
因
で
は
な
く
、
日
本

社
会
全
体
が
陥
っ
て
い
る
異

常
な
社
会
環
境
も
作
用
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
。 

国
民
は
、「
何
と
か
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
、
自
公
政
権

を
瓦
解
さ
せ
た
。
し
か
し
、

民
主
を
中
心
の
連
合
政
権
で

ど
う
な
る
か
？
教
育
基
本
法

改
悪
後
、
上
か
ら
持
ち
込
ま

れ
て
い
る
様
々
な
悪
し
き
教

育
関
係
の
手
直
し
が
大
事

だ
。
諦
め
な
い
で
要
求
し
て

変
え
さ
せ
よ
う
。
そ
の
、
一

つ
。「
文
科
省
学
力
テ
ス
ト
全

廃
」 

 
 
 
 

（
Ｙ
・
Ｙ
） 

 

efefefefefefegef efefefefefefegef 
問
１
・
原
子
力
発
電
が
な
い
と
電

力
が
足
り
な
い
で
し
ょ
う

か
？ 

問
２
・
原
子
力
発
電
所
で
は
発
電

時
に
使
用
し
た
蒸
気
を
多
量

の
海
水
で
冷
却
し
ま
す
が
、
海

に
戻
さ
れ
る
温
排
水
は
元
の

海
水
よ
り
何
度
上
昇
す
る
で

し
ょ
う
？ 

 

①
７
度 

②
15
度 

 

③
30
度 

問
３
・
電
力
中
央
研
究
所
の
発
表

で
は
、
１
０
０
ｋ
ｗ
ｈ
の
発
電

を
す
る
ご
と
に
太
陽
光
は
53

ｇ
、
風
力
は
29
ｇ
の
二
酸
化

炭
素
を
放
出
す
る
（
建
設
・
輸

送
・
運
用
・
保
守
等
全
て
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
か
ら
放
出
量
を
算

定
）
の
に
対
し
て
原
子
力
は

22
ｇ
で
済
む
と
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

こ
れ
が
正
し
い
か
は
さ
て
お

い
て
、
原
発
か
ら
出
る
膨
大
な

温
排
水
に
よ
っ
て
、
海
か
ら
放

出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
は
お
よ 

 

問
３
・
③
１
０
０
ｇ 

問
４
・
①
微
量 

 

放
射
線
が
生
物
に
与
え
る
影

響
を
何
十
年
も
研
究
し
て
い

る
ア
メ
リ
カ
の
Ｂ
Ｅ
Ｉ
Ｒ
は

「
こ
れ
以
下
な
ら
ば
安
全
と

い
う
値
は
な
く
、
最
小
限
の
被

ば
く
で
も
人
類
に
対
し
て
危

険
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
」

と
報
告
し
て
い
ま
す
。 

問
５
・
原
子
力
施
設
の
運
転
中
に

発
生
し
た
事
故
に
よ
り
原
子

力
損
害
を
受
け
た
被
害
者
を

救
済
す
る
た
め
１
９
６
１
年

に
定
め
ら
れ
た
原
子
力
損
害

賠
償
法
は
、
「
原
子
力
事
業
者

に
無
過
失･

無
限
の
賠
償
責
任

を
課
す
と
と
も
に
、
そ
の
責
任

を
原
子
力
事
業
者
と
す
る
。
」

と
し
、
損
害
賠
償
保
険
へ
の
加

入
等
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と

を
義
務
付
け
て
い
る
。
商
業
規

模
の
原
子
炉
の
場
合
の
賠
償

措
置
額
は
６
０
０
億
円
だ
が
、

こ
れ
を
越
え
る
場
合
は
国
が

被
害
者
保
護
の
た
め
に
必
要

な
措
置
を
と
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
最
後
は
国
民
の
税
金

で
よ
ろ
し
く
！
と
い
う
こ
と
。 

 

９
６
１
年
秋
、
今
か
ら
４
８

年
前
だ
。 

 

私
は
、
こ
の
年
、
３
３
歳

で
静
教
組
三
島
支
部
長
（
三

島
市
教
職
員
組
合
委
員
長
）

に
な
っ
た
ば
か
り
の
青
二
才

だ
っ
た
。
勤
務
評
定
反
対
闘

争
・
６
０
年
安
保
闘
争
と
烈

し
い
大
運
動
の
続
い
た
直
後

で
教
職
員
組
合
は
勿
論
、
大

部
分
の
労
働
組
合
を
は
じ
め

と
す
る
国
民
的
運
動
が
盛
り

上
が
っ
て
い
た
。 
 

こ
う
い
う
時
代
背
景
の
中
、 

 

日
教
組
が
全
国
的
に
展
開
し

た
学
テ
拒
否
の
反
対
闘
争
に

当
面
し
た
。静
岡
県
教
組
は
、

学
テ
反
対
闘
争
委
員
会
を
作

っ
て
「
実
施
拒
否
」
を
展
開

し
た
。 

 

拒
否
闘
争
を
行
え
ば
、「
支 

   

部
長
も
逮
捕
さ
れ
る
だ
ろ
う

か
ら
そ
の
覚
悟
と
用
意
を
す

る
よ
う
に
」
と
の
指
導
も
上

部
機
関
か
ら
伝
達
さ
れ
た
。 

三
島
支
部
は
そ
の
時
、
組

合
員
が
強
か
っ
た
。
全
員
学

習
会
・
地
域
連
帯
反
対
祖
織

化
な
ど
が
成
功
し
て
県
内
で 

 

は
尤
も
強
く
闘
え
る
状
態
に

な
っ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
全
県
的
に
は
崩
れ
て

し
ま
っ
て
拒
否
闘
争
は
遂
行

で
き
な
か
っ
た
。
文
部
省
学

カ
テ
ス
ト
は
、
そ
の
後
様
々

な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
中 

   

止
さ
れ
た
。「
愛
媛
教
育
残
酷
物
語

り
」
と
い
う
本
が
発
行
さ
れ
て
有

名
に
な
っ
た
が
、
文
部
学
テ
は
そ

の
一
つ
の
原
因
に
な
っ
た
の
だ
と

評
価
さ
れ
た
。 

 

そ
の
当
時
の
文
部
省
は
、
こ
の

よ
う
な
事
態
に
つ
い
て
何
も
反
論

し
得
な
か
っ
た
。 

  

今
日
、
教
育
基
本
法
は
改
悪
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。
上
か
ら
の
圧
力 

支
配
は
す
ざ
ま
じ
く
、
３
０
年
近

い
前
に
退
職
し
た
私
な
ど
に
は
考

え
ら
れ
な
い
状
態
を
現
場
の
教
員

の
方
々
か
ら
お
聞
き
し
て
驚
く
。 

 

私
と
一
緒
だ
っ
た
真
面
目 

   

な
、
か
つ
て
の
同
僚
青
年
教

師
の
方
々
の
多
く
は
、
定
年

前
後
の
年
代
だ
が
、
肉
体
的

や
精
神
的
な
病
に
倒
れ
る
の

を
耳
に
す
る
。 

静
岡
県
内
に
は
、
若
い
教

師
が
自
殺
し
て
し
ま
う
こ
と

さ
え
お
き
て
お
り
、
そ
れ
は 

 

 
箱
根
接
待
茶
屋
の 

森
づ
く
り
協
議
会
発
足 

 

 

い
わ
ゆ
る
、

文
部
省
学
カ
テ

ス
ト
が
実
施
さ

れ
た
の
は
、
１ 

学
カ
テ
ス
ト
、
文
科
省
は
全
廃
せ
よ
！ 

そ
何
ｇ
に
な
る
で
し
ょ
う
？ 

①
二
酸
化
炭
素
は
出
な
い  

②
20
ｇ 

③
１
０
０
ｇ 

問
４
・
放
射
線
を
ど
の
く
ら
い
被

ば
く
す
る
と
体
に
悪
い
で
し

ょ
う
？ 

①
微
量 

②
５
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト 

③
30
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト 

問
５
・
原
発
事
故
の
責
任
を
取
る

の
は
誰
？ 

 

《
解
答
と
解
説
》 

問
１
・
Ｎ
Ｏ 

真
夏
の
需
要
ピ
ー
ク
時
で
も

原
発
以
外

の
発
電
所    

で
ま
か
な
え
ま
す
。 

問
２
・
①
７
度 

 

一
秒
間
に
70
ｔ
の
水
を
引
き

込
み
、
７
度
温
め
て
戻
し
ま

す
。
普
通
風
呂
は
40
度
前
後

で
す
が
、
７
度
高
か
っ
た
ら
熱

く
て
入
れ
ま
せ
ん
。
原
発
は

「
海
温
め
装
置
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
奇
形
の
生
物
も
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。 

「
接
待
茶
屋
」
は
、
文
政

七
年
（
一
八
二
四
年
）
か
ら

昭
和
四
五
年
（
一
九
七
〇
）

ま
で
の
、
一
時
期
を
除
き
、

東
海
道
を
行
き
来
す
る
人
々

に
一
時
の
安
ら
ぎ
を
与
え
て

き
た
が
、
そ
れ
は
県
境
・
箱

根
峠
に
程
近
い
、
国
道
一
号

沿
い
に
あ
っ
た
。 

こ
の
「
接
待
茶
屋
」
周
辺 

の
森
を
、
地
域
住
民
の
手
で 

「
災
害
防
止
、
水
源
機
能
の 

高
い
、
生
物
多
様
性
豊
か
な 

森
づ
く
り
を
行
う
」（
協
議
会

の
目
的
）
た
め
、
三
島
市
役

所
会
議
室
で
、「
箱
根
接
待
茶

屋
の
森
づ
く
り
協
議
会
」
の

結
成
総
会
が
開
か
れ
た
。 

 

協
議
会
の
結
成
を
呼
び
か

け
た
の
は
、「
箱
根
山
の
森
林

を
守
り
育
て
な
が
ら
、
森
で

 

去
る
１
２
月
２
２
日
、
箱
根
山
組
合
よ
り
委
託
さ
れ
た
接
待
茶
屋
及
び
周
辺
１
０
ｈ
ａ
の

森
を
、
間
伐
、
サ
サ
刈
り
、
苗
場
の
開
設
、
植
樹
、
植
生
調
査
、
自
然
観
察
会
な
ど
を
進
め
、

青
少
年
の
学
び
の
森
、
市
民
の
健
康
増
進
の
森
と
な
る
よ
う
に
、
森
づ
く
り
を
進
め
る
「
箱

ね
接
待
茶
屋
森
づ
く
り
協
議
会
」
の
設
立
総
会
が
開
か
れ
た
。 

 

 楽々パソコン教室のご案内 
毎週水曜日 夜 

生涯学習センター 
５Ｆ（パソコン教室） 

午後７時～８時半 

月４千円、１回1000円 

【個別指導対応】 

ワード、エクセル、デジカメ、 

画像処理、ホームページ作成等 

連絡先：055-986-1301（勝俣）

人
が
参
加
。
小
池
三
島
市
長 

も
来
賓
と
し
て
祝
辞
を
述

た
。 役

員
に
は
４
月
の
第
１
回

総
会
ま
で
の
暫
定
措
置
と
し

て
、
会
長
に
フ
ォ
レ
ス
ト
ク 

ラ
ブ
会
長
の
宇
尾
正
久
さ
ん 

ら
を
選
出
し
た
。 

 

箱
根
山
組
合
に
と
っ
て

は
、
住
民
と
の
協
働
事
業
は

初
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
各
方

面
か
ら
大
き
な
成
果
が
期
待 

 

さ
れ
て
い
る
。 

 

な
に
ゆ
え 

く
う 

つ
い
た
ち 

２００９三島商店街大学 
～三島の石油コンビナート進出を阻止した住民運動～ 

見えない公害との闘い 
1960 年代の日本の海や河川は、工場が撒き散らす大気汚染に苦しんでいた。 
そんな時代に巻き起こった三島のコンビナート反対運動は国政を揺るがし、 
世界の有識者の注目を浴びたのだった。 

開会日：平成 22 年 1 月 26 日（火） 13:30～15:00 
講師：山本 保子 
受講料：無料 
会場：三島市本町 7-30 Via701 
お問い合わせ：みしま街づくり(株) 
電話：055-976-0038 

て
活
動
で
き

る
フ
ィ
ー
ル

ド
が
不
可
欠
」

と
、
三
島
市
外

５
ヶ
市
町
・
三

島
市
外
３
ヶ

市
町
箱
根
山

組
合
等
に
、

（
両
団
体
共
、

管
理
者
は
小

池
三
島
市
長
）

森
林
の
使
用

を
働
き
か
け

て
き
た
。
そ
の

結
果
、 

①
区
域
が
故 

１２月２２日、設立総会（フォレストクラブ提供） 

日清戦争と台湾の植民地化 
（歴史の真実を学ぼう） 

２０１０年１月１９日（火）午後６時４５分 
会場：本町タワービル４Ｆ会議室 
報告：台湾を訪問した三島の仲間 
共催：みしま憲法９条の会 
   みしま中部憲法９条を守る会 
   三島市民講座 
   三島・田方憲法９条を守る会 
975-2855（加土井）973-1189（栗原） 
971-3348（山口） 977-2016（木内） 

＜蕎麦処＞ 

いな穂 
三島市谷田中島 70-8（押切り入口） 
「箱根水系押切りそば」 
そば定食 ６００円 
かけざる ４００円 
主人：古瀬 喜久男 
電話：080-3075-8381 

 三島児童文学を語る会 ３６７回 

１月例会のお知らせ 
日時： １月２３日（土） 

１３時３０分～１６時３０分 
場所：本町タワー４F 第３研修室 
テキスト： 「来年の春」  

小出正吾作  
（小出正吾全集③巻 P２２１） 

 今こそ「読み聞かせ」が大事！ 
事務局 小嶋利信 堀川尚子 山口当子 
連絡先 三島市中央町８－８ 

TEL 971-3348(山口) 


